
(57)【要約】

【課題】例えば、導光板成形用金型にレンズ溝を徐変溝

加工をする場合に、バイトのわずかな刃先位置の移動に

より、バイトの刃先の角度を変えられるようにして、高

精度の徐変溝加工を行えるようにする。

【解決手段】ベッド１０上を左右方向に移動するサドル

１６と、サドル１６の上を前後方向に移動可能に設置さ

れ、ワークＷを載せるテーブル２２と、ベッド１０上に

設置されたコラム１２と、鉛直方向に移動可能に前記コ

ラムに設置された刃物台１８を備えた工作機械において

、さらに、バイト１００の旋回中心となる旋回軸４４を

有し、旋回軸４４の軸線に対してバイト１００の刃先の

位置が同一若しくは下方にある斜軸ヘッド２０を刃物台

１８に設ける。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ベ ッ ド 上 を 左 右 方 向 に 移 動 す る サ ド ル と 、
前 記 サ ド ル の 上 を 前 後 方 向 に 移 動 可 能 に 設 置 さ れ 、 ワ ー ク を 載 せ る テ ー ブ ル と 、
前 記 ベ ッ ド 上 に 設 置 さ れ た コ ラ ム と 、
鉛 直 方 向 に 移 動 可 能 に 前 記 コ ラ ム に 設 置 さ れ た 刃 物 台 と 、
前 記 刃 物 台 の 下 端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 バ イ ト の 旋 回 中 心 と な る 旋 回 軸 を 有 し 、 前 記 旋 回 軸
の 軸 線 に 対 し て 当 該 バ イ ト の 刃 先 の 位 置 が 同 一 若 し く は 下 方 に あ る 斜 軸 ヘ ッ ド と 、
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 工 作 機 械 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 斜 軸 ヘ ッ ド は 、
軸 受 け に よ り 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 水 平 面 に 対 し て 軸 線 が 傾 斜 す る 旋 回 軸 と 、
前 記 旋 回 軸 の 軸 線 か ら 傾 斜 し て 軸 方 向 に 伸 び る 延 長 軸 と 、
前 記 延 長 軸 の 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ 前 記 バ イ ト を 保 持 す る バ イ ト ホ ル ダ と 、
前 記 旋 回 軸 を 回 転 さ せ バ イ ト の 旋 回 角 度 を 割 り 出 す 旋 回 割 出 部 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 工 作 機 械 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 旋 回 軸 の 軸 線 は 、 水 平 面 と ３ ０ ° 以 内 の 角 度 を な し か つ 前 記 前 記 バ イ ト の 刃 先 が 前 記
軸 線 か ら ０ ～ ３ ０ ｍ ｍ 程 度 下 方 に オ フ セ ッ ト し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 作
機 械 。
【 請 求 項 ４ 】
軸 受 は 、 空 気 軸 受 け か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 作 機 械 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 旋 回 割 出 部 は 、 前 記 旋 回 軸 を 駆 動 す る サ ー ボ モ ー タ と 、 旋 回 軸 の 旋 回 角 度 を 検 出 エ ン
コ ー ダ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 作 機 械 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 例 え ば 、 導 光 板 成 形 用 金 型 等 の 超 精 密 加 工 に 用 い ら れ る 工 作 機 械 に 係 り 、 特 に
、 溝 の 傾 斜 角 度 が 一 本 毎 に 少 し ず つ 変 化 す る よ う な 徐 変 溝 加 工 に 適 し た 工 作 機 械 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ７ は 、 こ の 種 の 徐 変 溝 加 工 が 施 さ れ る ワ ー ク Ｗ の 例 と し て 、 導 光 板 成 型 用 金 型 の レ ン ズ
溝 の 形 状 を 示 す 図 で あ る 。 平 行 に 延 び る そ れ ぞ れ の レ ン ズ 溝 Ｌ １ ～ Ｌ ４ の 角 度 は 、 図 ７ に
お い て 左 側 の レ ン ズ 溝 ほ ど 徐 々 に 大 き な 角 度 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ７ に お い て 、 参 照 番 号 １ ０ ０ は バ イ ト を 示 す 。 こ の よ う な 徐 変 溝 加 工 を 行 う 従 来 の 工 作
機 械 で は 、 バ イ ト １ ０ ０ の 刃 先 の 角 度 を 変 え る た め の バ イ ト 旋 回 台 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ５ 、 図 ６ は 、 従 来 の 工 作 機 械 の バ イ ト 旋 回 台 例 を 示 し て い る 。 バ イ ト 旋 回 台 を 設 け た 工
作 機 械 で は 、 サ ド ル の 左 右 方 向 へ の 水 平 移 動 の 直 線 軸 は Ｙ 軸 、 サ ド ル 上 に 設 け た テ ー ブ ル
の 前 後 方 向 へ の 水 平 移 動 の 直 線 軸 は Ｘ 軸 、 刃 物 台 の 上 下 移 動 の 直 線 軸 は Ｚ 軸 で 、 こ れ ら は
共 通 す る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ５ の バ イ ト 旋 回 台 に つ い て 説 明 す る と 、 バ イ ト 旋 回 台 １ １ ０ は 、 刃 物 台 １ １ １ の 下 端 部
に 取 り 付 け ら れ 、 １ 本 の バ イ ト １ ０ ０ を 装 着 す る よ う に な っ て い る 。 旋 回 軸 線 １ １ ４ は 、
Ｘ 軸 に 平 行 な 軸 で Ａ 軸 で あ り 、 参 照 番 号 １ １ ５ は 、 バ イ ト 旋 回 台 １ １ ０ を 旋 回 軸 線 １ １ ４
を 回 転 中 心 と し て 駆 動 す る サ ー ボ モ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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図 ５ に 示 し た 従 来 の バ イ ト 旋 回 台 １ １ ０ を 有 す る 工 作 機 械 で 、 導 光 板 成 型 用 金 型 と な る ワ
ー ク Ｗ に レ ン ズ 溝 Ｌ １ ～ Ｌ ４ を プ レ ー ナ 加 工 す る 場 合 に は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 バ イ ト １
０ ０ の 切 刃 稜 １ ０ １ を 角 度 φ に 合 わ せ 、 傾 斜 さ せ た 状 態 で バ イ ト １ ０ ０ を Ｚ 軸 方 向 に 下 降
さ せ 、 所 定 の 位 置 に 位 置 決 め し 、 テ ー ブ ル の Ｘ 軸 の 前 後 移 動 で 面 ｆ を 加 工 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
次 い で 、 面 ｆ の 加 工 に 引 き 続 き 面 ｒ を 加 工 す る た め に は 次 の よ う な 動 作 が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
す な わ ち 、 バ イ ト １ ０ ０ を ワ ー ク Ｗ か ら 逃 が し バ イ ト 旋 回 台 １ １ ０ を 旋 回 さ せ る こ と に よ
り バ イ ト １ ０ ０ の 切 刃 稜 １ ０ ２ を 面 ｒ の 傾 斜 に 合 わ せ る （ 図 ７ で 破 線 で 示 す ） 。 と こ ろ が
バ イ ト 旋 回 台 １ １ ０ の 旋 回 に よ り バ イ ト １ ０ ０ の 刃 先 Ａ の Ｙ 軸 位 置 が レ ン ズ 溝 の 谷 底 頂 点
か ら 大 き く ず れ る の で 、 Ｙ 軸 移 動 を 行 っ て バ イ ト １ ０ ０ の 刃 先 を レ ン ズ 溝 の 谷 底 の 頂 点 に
合 わ せ な け れ ば な ら な い 。 そ し て 、 バ イ ト １ ０ ０ を Ｚ 軸 方 向 に 下 降 さ せ 、 所 定 の 位 置 に 位
置 決 め し 、 テ ー ブ ル の Ｘ 軸 の 前 後 移 動 で 面 ｒ を 加 工 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
な お 、 以 上 の よ う な Ｖ 字 状 溝 形 状 の 徐 変 溝 加 工 に お い て 、 切 削 性 を よ く す る た め 工 具 を 工
夫 し た 切 削 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ４ ６ ８ １ ９ 号 公 報
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 バ イ ト １ ０ ０ の 角 度 を 変 え る と き に は 、 旋 回 軸 線 １ １ ４ を 中 心 に バ イ ト １
０ ０ を 旋 回 さ せ る が 、 バ イ ト １ ０ ０ の 刃 先 の 旋 回 半 径 Ｒ が 大 き い と 、 割 出 精 度 の 影 響 を 大
き く 受 け 、 刃 先 Ａ の 位 置 の 誤 差 が 大 き く な り 、 Ｙ 軸 、 Ｚ 軸 に よ る 位 置 決 め 精 度 の 影 響 を 受
け る た め 、 バ イ ト １ ０ ０ の 刃 先 の 位 置 が 、 目 標 と す る レ ン ズ 溝 の 谷 底 頂 点 か ら ず れ て し ま
い 、 そ の 結 果 、 レ ン ズ 溝 の 溝 ピ ッ チ の 不 良 や 深 さ 不 良 が で き て し ま う と い う 問 題 が あ っ た
。
【 ０ ０ １ ２ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 前 記 従 来 技 術 の 有 す る 問 題 点 を 解 消 し 、 導 光 板 成 形 用 金 型 に レ
ン ズ 溝 を 徐 変 加 工 す る 場 合 に 、 バ イ ト の 刃 先 位 置 の わ ず か な 移 動 に よ り バ イ ト の 角 度 を 変
え ら れ る よ う に し て 、 高 精 度 の 徐 変 加 工 を 行 え る よ う に し た 工 作 機 械 を 提 供 す る こ と に あ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 ベ ッ ド 上 を 左 右 方 向 に 移 動 す る サ ド ル と 、 前 記
サ ド ル の 上 を 前 後 方 向 に 移 動 可 能 に 設 置 さ れ 、 ワ ー ク を 載 せ る テ ー ブ ル と 、 前 記 ベ ッ ド 上
に 設 置 さ れ た コ ラ ム と 、 鉛 直 方 向 に 移 動 可 能 に 前 記 コ ラ ム に 設 置 さ れ た 刃 物 台 と 、 前 記 刃
物 台 の 下 端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 バ イ ト の 旋 回 中 心 と な る 旋 回 軸 を 有 し 、 前 記 旋 回 軸 の 軸 線
に 対 し て 当 該 バ イ ト の 刃 先 の 位 置 が 同 一 若 し く は 下 方 に あ る 斜 軸 ヘ ッ ド と 、 を 具 備 し た こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 好 ま し い に よ れ ば 、 前 記 斜 軸 ヘ ッ ド は 、 軸 受 け に よ り 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 水 平 面
に 対 し て 軸 線 が 傾 斜 す る 旋 回 軸 と 、 前 記 旋 回 軸 の 軸 線 か ら 傾 斜 し て 軸 方 向 に 伸 び る 延 長 軸
と 、 前 記 延 長 軸 の 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ 前 記 バ イ ト を 保 持 す る バ イ ト ホ ル ダ と 、 前 記 旋 回
軸 を 回 転 さ せ バ イ ト の 旋 回 角 度 を 割 り 出 す 旋 回 割 出 部 と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に よ る 工 作 機 械 の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る
。
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 工 作 機 械 の 全 体 構 成 を 示 す 正 面 図 で 、 図 ２ は 同 工 作 機
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械 の 側 面 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ 、 図 ２ に お い て 、 参 照 番 号 １ ０ は ベ ッ ド を 示 し 、 ベ ッ ド １
０ の 上 面 に は 、 コ ラ ム １ ２ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
コ ラ ム １ ２ に は 刃 物 台 １ ８ が 上 下 方 向 に 移 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 刃 物 台 １ ８
は 、 バ ラ ン ス シ リ ン ダ １ ９ に よ り 支 持 さ れ て い る 。 そ し て 、 刃 物 台 １ ８ の 下 端 部 に 取 り 付
け ら れ て い る の が 斜 軸 ヘ ッ ド ２ ０ で あ る 。 斜 軸 ヘ ッ ド ２ ０ の 先 端 部 に は バ イ ト １ ０ ０ が 保
持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 ベ ッ ド １ ０ の 上 面 に は 、 サ ド ル １ ６ が 左 右 方 向 に 移 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
こ の サ ド ル １ ６ 上 に は 、 テ ー ブ ル ２ ２ が 前 後 方 向 に 移 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の
テ ー ブ ル ２ ２ は 、 ワ ー ク Ｗ を 固 定 す る 真 空 吸 着 チ ャ ッ ク ２ ３ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 テ ー ブ ル ２ ２ の 上 に は 、 旋 削 加 工 に 対 応 で き る よ う に す る た め に 、 加 工 の 種 類 に よ
っ て は 、 サ ー ボ モ ー タ で 駆 動 さ れ る 回 転 テ ー ブ ル を 設 置 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 実 施 形 態 に よ る 工 作 機 械 の 場 合 、 テ ー ブ ル ２ ２ を 水 平 方 向 に 移 動 さ せ る 軸 が Ｘ 軸 で 、 こ
の Ｘ 軸 の ボ ー ル ね じ 送 り 機 構 を 駆 動 す る の が Ｘ 軸 サ ー ボ モ ー タ ２ ７ で あ る 。 サ ド ル １ ６ を
水 平 方 向 に 移 動 さ せ る 軸 が Ｙ 軸 で 、 こ の Ｙ 軸 の ボ ー ル ね じ 送 り 機 構 を 駆 動 す る の が Ｙ 軸 サ
ー ボ モ ー タ ２ ８ で あ る 。 ま た 、 刃 物 台 １ ８ を 上 下 方 向 に 移 動 さ せ る 軸 が Ｚ 軸 で 、 こ の Ｚ 軸
の ボ ー ル ね じ 送 り 機 構 を 駆 動 す る の が Ｚ 軸 サ ー ボ モ ー タ ２ ９ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
刃 物 台 １ ８ の 下 端 部 に は 図 ５ に 示 し た 従 来 の バ イ ト 旋 回 台 １ １ ０ の 替 わ り に 、 図 ３ に 示 す
よ う な 傾 斜 す る 旋 回 軸 ４ ４ を 有 す る 斜 軸 ヘ ッ ド ２ ０ が 取 り 付 け ら れ 、 こ の 斜 軸 ヘ ッ ド ２ ０
を 用 い る こ と に よ っ て バ イ ト １ ０ ０ の 刃 先 の 近 く に 旋 回 中 心 を 設 定 し 、 わ ず か な 刃 先 位 置
の 移 動 に よ り バ イ ト １ ０ ０ の 切 刃 の 角 度 を 変 え ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ こ で 、 図 ３ に 斜 軸 ヘ ッ ド ２ ０ を 示 す 。 こ の 図 ３ に お い て 、 参 照 番 号 ５ ０ は 、 旋 回 軸 ４ ４
の 軸 線 で あ る 。 ま た 、 参 照 番 号 ５ ２ は 、 水 平 面 （ テ ー ブ ル 面 ） を 示 し て い る 。 α が 旋 回 軸
４ ４ の 軸 線 ５ ０ と テ ー ブ ル 面 ５ ２ が な す 傾 斜 角 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
斜 軸 ヘ ッ ド ２ ０ は 、 旋 回 軸 ４ ４ の 軸 線 ５ ０ が テ ー ブ ル 面 ５ ２ に 対 し て 傾 斜 角 度 α を な す よ
う に ブ ラ ケ ッ ト ４ ２ に よ り 保 持 さ れ て い る と と も に 、 支 持 部 材 ４ ３ に よ っ て 堅 固 に 支 持 さ
れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 に よ る 斜 軸 ヘ ッ ド ２ ０ で は 、 旋 回 軸 ４ ４ の 軸 線 ５ ０ の 傾 斜 角 度 α
は 、 １ ０ ° に 設 定 さ れ て い る 。 こ の 旋 回 軸 ４ ４ の 傾 斜 角 度 α は 、 バ イ ト １ ０ ０ の す く い 角
の 変 化 を 小 さ く す る た め に 、 小 さ け れ ば 小 さ い ほ ど 良 い が 、 ３ ０ ° 以 内 で あ る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
斜 軸 ヘ ッ ド ２ ０ は 、 ヘ ッ ド 本 体 ４ ５ と 、 旋 回 軸 ４ ４ と 、 延 長 軸 ４ ６ と 、 バ イ ト １ ０ ０ を 保
持 す る バ イ ト ホ ル ダ ４ ７ と 、 バ イ ト １ ０ ０ の 旋 回 角 度 を 割 り 出 す 旋 回 割 出 部 ４ ８ と か ら 構
成 さ れ て い る 。 な お 、 ヘ ッ ド 本 体 ４ ５ で は テ ー ブ ル 面 ５ ２ と 干 渉 す る 部 分 を 極 力 面 取 り を
し て 、 傾 斜 角 度 α を 小 さ く と る よ う に し て い る 。 ま た 、 延 長 軸 ４ ６ の テ ー ブ ル 面 ５ ２ 側 は
、 バ イ ト １ ０ ０ を 旋 回 さ せ て も テ ー ブ ル 面 ５ ２ に 干 渉 し な い 面 取 り を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
旋 回 軸 ４ ４ の 先 端 に は 、 軸 線 ５ ０ に 対 し て 傾 斜 し て 延 び る 延 長 軸 ４ ６ の 基 端 部 が 係 合 さ れ
、 こ の 延 長 軸 ４ ６ は テ ー ブ ル 面 ５ ０ と 略 平 行 （ 水 平 ） に 先 端 側 に 延 び て い る 。 そ し て 、 延
長 軸 ４ ６ の 先 端 に は 、 バ イ ト ホ ル ダ ４ ７ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の バ イ ト ホ ル ダ ４ ７ は
、 バ イ ト １ ０ ０ を 鉛 直 な 姿 勢 で 保 持 す る 。 こ の よ う な 延 長 軸 ４ ６ に は 剛 性 を 持 た せ る こ と
が で き る の で 、 斜 軸 ヘ ッ ド ２ ０ は 高 剛 性 の 構 造 と な っ て い る 。 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 バ
イ ト １ ０ ０ の 刃 先 Ａ は 、 本 実 施 形 態 で は 、 旋 回 軸 ４ ４ の 軸 線 ５ ０ 上 に は な く 、 軸 線 ５ ０ か
ら さ ら に 下 方 に あ る 位 置 に あ る 。 す な わ ち 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 バ イ ト １ ０ ０ の 旋 回 中 心
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は 刃 先 Ａ よ り バ イ ト ホ ル ダ ４ ７ 側 に あ り 、 刃 先 Ａ は 旋 回 中 心 か ら 下 方 に ２ ０ ｍ ｍ 程 度 出 る
位 置 に 設 定 さ れ て い る 。 し か し 、 延 長 軸 ４ ６ に よ っ て は 、 バ イ ト １ ０ ０ の 刃 先 Ａ は 、 旋 回
軸 ４ ４ の 軸 線 ５ ０ に す る こ と も 可 能 で あ る 。 バ イ ト １ ０ ０ の 刃 先 が 軸 線 ５ ０ か ら 出 る 長 さ
は 、 導 光 板 成 形 用 金 型 の 徐 変 溝 加 工 の 場 合 、 ０ ～ ３ ０ ｍ ｍ の 範 囲 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 旋 回 割 出 部 ４ ８ は 、 サ ー ボ モ ー タ ５ ４ に よ り 駆 動 さ れ る 。 そ し て ロ ー タ リ エ ン コ ー
ダ ５ ６ に よ り 位 置 フ ィ ー ド バ ッ ク を と り 、 サ ー ボ モ ー タ ５ ４ の 回 転 を 制 御 す る こ と で 、 １
０ 万 分 の １ 度 の 精 度 で 旋 回 軸 ４ ４ の 旋 回 角 度 を 割 り 出 す こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
こ の よ う な 旋 回 割 出 部 ４ ８ の 制 御 軸 が Ａ 軸 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 ヘ ッ ド 本 体 ４ ５ の 内 部 に は 、 Ａ 軸 の 割 出 精 度 に 対 応 さ せ る た め に 、 旋 回 軸 ４ ４ を 回
転 自 在 に 支 持 す る 軸 受 け と し て 空 気 軸 受 ５ ８ が 組 み 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 実 施 形 態 に よ る 工 作 機 械 は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る も の で あ り 、 次 に 、 以 上 の よ う に
構 成 さ れ る 工 作 機 械 に よ る 加 工 例 と し て 、 導 光 板 成 形 用 金 型 に レ ン ズ 溝 を 切 削 す る 徐 変 溝
加 工 を 例 に 挙 げ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ４ （ ａ ） 乃 至 図 ４ （ ｃ ） は 、 徐 変 溝 加 工 に お け る バ イ ト １ ０ ０ の 動 き を 順 を 追 っ て 示 す
図 で あ る 。 ワ ー ク Ｗ に お い て 平 行 に 並 ぶ そ れ ぞ れ の レ ン ズ 溝 の 角 度 は 、 左 側 の レ ン ズ 溝 ほ
ど 徐 々 に 大 き な 角 度 に な っ て い る 。 各 レ ン ズ 溝 で は 、 両 側 の 傾 斜 面 の 傾 斜 角 度 は 等 し い 。
本 実 施 形 態 で は 、 こ の よ う な レ ン ズ 溝 を 以 下 の よ う に 加 工 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
加 工 前 の 準 備 と し て 、 斜 軸 ヘ ッ ド ２ ０ で は 、 バ イ ト ホ ル ダ ４ ７ に 取 り 付 け ら れ て い る バ イ
ト １ ０ ０ に つ い て 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 刃 先 Ａ が 旋 回 軸 ４ ４ の 軸 線 ５ ０ か ら ２ ０ ｍ ｍ
程 度 出 る よ う に 、 決 め た 長 さ に 正 確 に 合 わ せ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 １ に お い て 、 レ ン ズ 溝 を 切 削 す る 対 象 の ワ ー ク Ｗ は 、 テ ー ブ ル ２ ２ に 真 空 チ ャ ッ ク ２ ３
に よ り 固 定 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま ず 、 サ ド ル １ ６ の Ｙ 軸 移 動 に よ り 、 斜 軸 ヘ ッ ド ２ ０ を 加 工 位 置 に 移 動 さ せ る 。 図 ４ （ ａ
） に ２ 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 バ イ ト １ ０ ０ の Ｙ 軸 位 置 を レ ン ズ 溝 の 面 ｆ １ の 谷 底 頂 点 位 置
に 合 わ せ る 。 そ し て 、 Ｂ 軸 サ ー ボ モ ー タ ５ ４ に よ り 旋 回 割 出 部 ４ ８ が 駆 動 さ れ て 旋 回 軸 ４
４ が 旋 回 し 、 バ イ ト １ ０ ０ の 切 刃 稜 １ ０ １ の 角 度 が 面 ｆ １ の 傾 斜 角 度 φ １ と 一 致 す る よ う
に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ う し て 、 バ イ ト １ ０ ０ の 切 刃 稜 １ ０ １ の 角 度 を 面 ｆ １ の 傾 斜 角 φ １ に 合 わ せ て か ら 、 Ｚ
軸 移 動 に よ り バ イ ト １ ０ ０ を 下 降 さ せ て 、 所 定 の 位 置 に 達 し た と こ ろ で テ ー ブ ル ２ ２ を Ｘ
軸 移 動 さ せ バ イ ト １ ０ ０ の 切 刃 稜 １ ０ １ を ワ ー ク Ｗ に 転 写 し て 面 ｆ １ を 創 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
面 ｆ １ を 創 成 し た 時 点 で 、 バ イ ト １ ０ ０ の 刃 先 Ａ は 、 レ ン ズ 溝 の 谷 底 頂 点 に あ る 。 こ れ に
対 し て 、 斜 軸 ヘ ッ ド ２ ０ に あ っ て は 、 バ イ ト １ ０ ０ の 旋 回 中 心 は 、 図 ４ に お い て バ イ ト １
０ ０ の 先 端 部 の Ｂ 点 で あ る 。 し た が っ て 、 バ イ ト １ ０ ０ は 、 刃 先 Ａ を レ ン ズ 溝 の 谷 底 頂 点
に 合 わ せ た ま ま 旋 回 す る こ と は で き な い の で 、 い っ た ん は 、 図 ４ （ ｂ ） に 破 線 で 示 す よ う
に 、 Ｚ 軸 移 動 に よ り バ イ ト １ ０ ０ の 刃 先 を レ ン ズ 溝 か ら 逃 が す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ し て 、 面 ｆ １ に 引 き 続 い て 面 ｒ １ を 加 工 す る た め に は 、 Ｂ 軸 旋 回 に よ り バ イ ト １ ０ ０ を
旋 回 中 心 Ｂ 回 り に 図 ４ （ ｂ ） に お い て 反 時 計 回 り に 旋 回 さ せ 、 バ イ ト １ ０ ０ の 切 刃 稜 １ ０
２ を 面 ｒ １ の 傾 斜 角 度 に 合 わ せ る こ と が で き る （ 図 ４ （ ｂ ） で ２ 点 鎖 線 で 示 す ） 。 こ の と
き 、 バ イ ト １ ０ ０ の 刃 先 Ａ の Ｙ 軸 上 の 位 置 は 、 Δ Ｙ だ け レ ン ズ 溝 の 谷 底 頂 点 か ら ず れ る こ
と に な る 。 し た が っ て 、 図 ４ （ ｃ ） で ２ 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 Ｙ 軸 移 動 に よ り Δ Ｙ だ け バ
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イ ト １ ０ ０ を 移 動 さ せ れ ば 、 バ イ ト １ ０ ０ の 刃 先 Ａ の Ｙ 軸 上 の 位 置 を レ ン ズ 溝 の 谷 底 頂 点
に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
次 に 、 図 ４ （ ｃ ） に お い て 、 Ｚ 軸 移 動 に よ り バ イ ト を 降 下 さ せ 、 所 定 の 位 置 に 達 し た と こ
ろ で テ ー ブ ル ２ ２ を Ｘ 軸 移 動 さ せ て 、 バ イ ト １ ０ ０ の 切 刃 稜 １ ０ ２ を ワ ー ク Ｗ に 転 写 し て
面 ｒ １ を 創 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ う し て 一 本 の レ ン ズ 溝 の 加 工 が 完 了 し た ら 、 Ｚ 軸 移 動 に よ り バ イ ト １ ０ ０ を レ ン ズ 溝 か
ら 逃 が し 、 Ｙ 軸 移 動 に よ り バ イ ト １ ０ ０ を 隣 の 面 ｆ ２ の レ ン ズ 溝 の 位 置 に 移 動 さ せ る 。 そ
し て 、 バ イ ト １ ０ ０ の 刃 先 Ａ の Ｙ 軸 上 の 位 置 を レ ン ズ 溝 の 谷 底 頂 点 に 合 わ せ て か ら 、 Ｂ 軸
旋 回 に よ り バ イ ト １ ０ ０ の 切 刃 稜 １ ０ １ の 角 度 を 面 ｆ ２ の 傾 斜 角 φ ２ に 合 わ せ 、 以 下 、 最
初 の レ ン ズ 溝 の 場 合 と 同 様 の 動 作 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 面 ｆ ２ と 面 ｒ ２ を 連 続 し て 加 工
す る こ と が で き る 。 こ こ で は 、 説 明 の し 易 さ か ら バ イ ト １ ０ ０ を Ｚ 軸 方 向 に 逃 が し て 説 明
し た が 、 実 加 工 に お い て は 、 バ イ ト １ ０ ０ を ワ ー ク Ｗ か ら Ｘ 軸 方 向 の 位 置 で 逃 が し て い る
の で 、 Ｚ 軸 方 向 に は 逃 が さ な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
以 上 の よ う に 、 旋 回 軸 ４ ４ の 軸 線 ５ ０ に 対 し て バ イ ト １ ０ ０ の 刃 先 Ａ が 偏 位 し て い る 構 造
を も つ 斜 軸 ヘ ッ ド ２ ０ に よ れ ば 、 わ ず か な Ｙ 軸 の 移 動 と Ｂ 軸 に よ る 旋 回 動 作 だ け で 、 バ イ
ト １ ０ ０ の 切 刃 の 角 度 を 面 ｆ と 面 ｒ に 合 わ せ る こ と が で き る 。 こ の う ち 、 Ｙ 軸 移 動 に つ い
て 、 図 ５ に 示 し た 従 来 の 刃 物 台 旋 回 機 構 と 比 較 し て み る と 、 通 常 の 刃 物 台 の 場 合 、 短 い バ
イ ト で も 旋 回 半 径 は １ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 に は な る 。 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 の 斜 軸 ヘ ッ ド ２
０ に よ れ ば 、 バ イ ト １ ０ ０ の 先 端 部 に 旋 回 中 心 を 設 定 し て あ る か ら 、 旋 回 半 径 は 旋 回 軸 ４
４ の 軸 線 か ら 出 る 先 端 部 の 長 さ 約 ２ ０ ｍ ｍ に す ぎ な い 。 こ れ に よ り 、 図 ５ の 刃 物 台 旋 回 機
構 に 較 べ て 、 バ イ ト １ ０ ０ が 旋 回 し た と き に 生 じ る 刃 先 の 位 置 の 誤 差 が 大 き く 効 い て く る
と い う こ と が な い 。 ま た 、 面 ｆ を 加 工 後 に 面 ｒ に 切 刃 の 角 度 を 合 わ せ る 際 の Ｙ 軸 移 動 量 を
小 さ く で き る 。 ま た 、 延 長 軸 ４ ６ は 、 旋 回 軸 ４ ４ か ら 傾 斜 さ せ 、 高 剛 性 の 軸 構 造 と す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
な お 、 斜 軸 ヘ ッ ド ２ ０ で は 、 傾 斜 す る 旋 回 軸 ４ ４ を 用 い て 旋 回 位 置 を バ イ ト １ ０ ０ の 先 端
部 に 設 定 し て い る の で 、 旋 回 に よ り バ イ ト １ ０ ０ の す く い 角 が 変 化 す る こ と に な る が 、 旋
回 軸 ４ ４ の 傾 斜 角 度 α が １ ０ ° 程 度 で あ れ ば 、 バ イ ト １ ０ ０ の す く い 角 の 変 化 に よ る 不 都
合 は 問 題 に な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
さ ら に 、 傾 斜 す る 旋 回 軸 ４ ４ は 空 気 軸 受 ５ ８ で 支 持 さ れ て い る こ と 、 お よ び サ ー ボ モ ー タ
５ ４ で 駆 動 す る 割 出 機 構 ４ ８ を Ａ 軸 と し て 数 値 制 御 に よ り バ イ ト １ ０ ０ の 旋 回 運 動 を 実 現
す る の で 、 高 精 度 の 割 出 精 度 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 導 光 板 成 形 用 金 型 に レ ン ズ 溝 を 徐 変 加
工 す る 場 合 に 、 バ イ ト の わ ず か な 刃 先 位 置 の 移 動 に よ り 、 バ イ ト の 角 度 を 変 え ら れ る よ う
に し て 、 高 精 度 の 徐 変 加 工 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 工 作 機 械 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 に よ る 工 作 機 械 の 側 面 図 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 に よ る 工 作 機 械 の 備 え る 斜 軸 ヘ ッ ド の 側 面 図 。
【 図 ４ 】 徐 変 溝 の 加 工 に お け る バ イ ト の 刃 先 の 動 き を 示 す 説 明 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の 工 作 機 械 に 設 け ら れ る バ イ ト 旋 回 台 の 例 の 説 明 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ の Ｘ 軸 方 向 か ら み た バ イ ト 旋 回 台 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 導 光 板 成 型 用 金 型 の レ ン ズ 溝 の 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
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１ ０ 　 ベ ッ ド
１ ２ 　 コ ラ ム
１ ６ 　 サ ド ル
１ ８ 　 刃 物 台
２ ０ 　 斜 軸 ヘ ッ ド
２ ２ 　 テ ー ブ ル
４ ４ 　 旋 回 軸
４ ６ 　 延 長 軸
５ ０ 　 旋 回 軸 の 軸 線
５ ４ 　 サ ー ボ モ ー タ
５ ８ 　 空 気 軸 受 け
１ ０ ０ 　 バ イ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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